
 

 

 
巻頭図 1 飯盛城跡遠景(俯瞰) 北西から 

 

 
巻頭図 2 石垣 69 全景 南東から 
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序  文 

 

飯盛城跡は、大阪府四條畷市と大東市とにまたがる飯盛山の山頂に築かれた戦国時代末

期の山城跡で、城域は東西約400ｍ、南北約700ｍを測り、西日本有数の規模を誇ります。 

両市共同で平成２８年度から令和元年度まで調査を行った結果、飯盛城跡は日本城郭史

上の画期に位置づけられる貴重な遺跡であることが判明しました。両市では飯盛城跡をより

良好な状態で保存活用し、未来へ残していくため、令和２年度に国史跡指定の意見具申を行

い、令和３年１０月１１日に「戦国時代の政治・軍事を知るうえで貴重」であるとして、国史跡の

指定を受けました。 

飯盛城跡は、当時の曲輪や石垣などの城郭遺構が良好な状態で残っている一方、史跡の

保存面では自然災害や樹木の成長、獣害などによる遺構の損傷やき損、また活用面では史

跡へのアクセス道の維持管理や標識類の不足など、多くの問題点や課題があります。 

四條畷市と大東市では、この貴重な歴史遺産を後世に継承していくとともに、教育や文化

面はもとより地域活性化などにおいても活用していくにあたり、様々な問題点や課題を整理

し、適切な保存とより一層の活用を図っていくために「史跡飯盛城跡保存活用計画」を策定し

ました。 

結びに、この計画を策定するにあたり多くのご指導、ご鞭撻を賜りました専門委員の皆様

や、文化庁、大阪府教育庁文化財保護課をはじめ関係各位に厚く御礼を申し上げます。 

 

 

令和６年３月31日 

  

  大東市長 東坂 浩一 

   四條畷市長 東 修平 





例  言 

 

１． 本書は、史跡飯盛城跡の保存活用計画書である。 

２． 本事業は、大東市と四條畷市が令和４(2022)年度から令和５(2023)年度までの２か年で実

施した。なお令和５(2023)年度については、国庫補助金（史跡等保存活用計画策定事業）の交

付を受けた。 

３． 本計画策定にあたっては、文化庁、大阪府教育庁文化財保護課の指導・助言のもと、両市の

「飯盛城跡の調査研究に関する専門委員会」をもとに設置した「史跡飯盛城跡保存活用計画策

定委員会」による協議・検討を経て策定した。 

４． 本事業の事務局は、大東市産業・文化部生涯学習課及び四條畷市教育委員会スポーツ・文

化財振興課に置いた。 

５． 本事業は、株式会社総合計画機構に計画策定支援業務を委託して行った。 

６． 本書の編集は、同計画策定委員会において協議、検討した内容をもとに、事務局が行った。 
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